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 業績予想の修正に関するお知らせ  

 
 最近の業績の動向等を踏まえ，平成 18 年 5 月 19 日に公表しました平成 19 年 3 月期（平成

18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日）の連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。 

 
記 

 
１．平成 19 年 3 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月１日～平成 18 年 9 月 30 日） 

                    （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 181,000 900 330 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 179,700 600 △ 250 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △ 1,300 △ 300 △ 580 

増 減 率 （％） △ 0.7 △ 33.3 － 
（ご参考） 
前期（平成 18 年 3 月中間期）実績 181,049 293 △ 2,080 

 
２．平成 19 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月１日～平成 19 年 3 月 31 日） 

                    （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 380,000 3,000 1,400 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 380,000 2,500 700 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） － △ 500 △ 700 

増 減 率 （％） － △ 16.7 △ 50.0 
（ご参考） 
前期（平成 18 年 3 月期）実績 375,022 1,619 10 
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３．修正の理由 

 当中間期の業績につきましては、売上高 1,797 億円とほぼ計画通り推移いたしましたが、経

常利益は販売価格の低迷が続くなか、輸入水産物の海外産地での価格上昇もあって売上総利益

率が減少し 600 百万円、当期純利益は、減損損失 109 百万円の計上および繰延税金資産の回収

可能性の見直しにより△250 百万円と予想を下回る見込みとなりました。なお、通期業績予想

につきましても上記のとおり修正いたします。 

 
（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 
以 上 
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